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１．研究計画の概要 

高等植物の胚形成のうち、基本形態パター
ン形成後の成長過程、成長停止ならびにこれ
に伴う成熟過程について、その制御因子群と
それらの相互関係に関する知見を蓄積し、生
殖過程におけるゲノム障壁の理解に資する
ため、 
(1)これまでに知られている種子形成マスタ
ー因子 LEC1（NF-YB パラログ）、LEC2、
FUS3およびABI3（後者３つはB3転写因子）
支配下の制御因子とその機能ならびにそれ
らの相互関係を明らかにする。 
(2)胚発達の異常を伴うイネ無胚乳変異 enl1
の原因遺伝子を同定し、その機能を調べるこ
とにより、種子形成におけるゲノム障壁と密
接に関連する胚乳-胚相互作用のメカニズム
を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 胚成熟遺伝子制御ネットワーク 
 精度の高いトランスクリプトーム解析を
行い、LEC1 および B3 マスターレギュレー
ター（LEC2、FUS3 および ABI3）制御下に
ある遺伝子とそれらの相互関係が明らかに
した。特に、これらの因子が成長停止や貯蔵
物質の蓄積に代表される胚の成熟事象の制
御のみならず、胚のパターン形成から成熟過
程の移行の間に起きる胚の成長を正に制御
していること明らかになった。 
 
(2) 胚成長停止機構の解明 
 FUS3 の異所誘導トランスジェニック植物
を用いたスクリーニングにより、胚成長停止
に関わる突然変異体を多数同定し、そのうち
１つの原因遺伝子を特定、また３つについて

も候補遺伝子同定に近いところまでマッピ
ングを進めた。 
 
(3) イネ無胚乳変異体 enl1 の解析 
イネ(Oryza 属）の種間交雑では、しばしば胚
乳の崩壊と胚の巨大化が観察されるが、無胚
乳変異体 enl1 も類似した表現型を示す。形
態観察すると、enl1 変異体の胚は、胚の肥大
は主に胚盤の異常な細胞増殖示すとともに
早熟発芽の性質を示した。未熟種子のマイク
ロアレイ解析を行うと、発芽に関連する遺伝
子が異時発現していた。しかし、シロイヌナ
ズナで早熟発芽を示す lec1-b3 変異体の場合
とは異なり、種子成熟関連遺伝子の発現は正
常であった。インディカ系統 Kasalath との
F2 種子を用いて原因遺伝子のマッピングを
進め、第４染色体上の約 200Kb の領域にま
で絞りこんだ。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

LEC1/B3 マスターレギュレーターが胚成
長停止過程で起きる胚成熟のみならず、胚の
成長過程にも大きな働きをしているという
新たな事実を明らかにできたこと、胚成長停
止に関わる下流因子の同定が進んだこと、ま
たイネ無胚乳変異体の解析が進んだことな
ど、研究はおおむね順調に進展したと考えら
れる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)これまでに同定した LEC1/B3 マスターレ
ギュレーター制御下の胚成長促進因子の機
能解析を進める。 



(2) これまでに遺伝学的に同定した胚成長停
止に関与する遺伝子の分子機能を明らかに
する。 
(3) イネ無胚乳変異体enl1の原因遺伝子を同
定し、胚-胚乳相互作用に関する新知見を得る
とともに、異種間交雑でみられる胚-胚乳異常
との関連を明らかにする。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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